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また、沖縄移民についての研究はこれまでに数多くなされている（石川 1968, 1989, 1997, 














































                                                   
1 とくに農村部では救荒食であるソテツを常食しなければならず、またソテツの加工が不十
分なために食中毒による死者が出るほどの苦境であったことから「ソテツ地獄」とよばれる
（安里ほか 2004: 277-280）。 
2 1920年代後半では南洋・南米・台湾などへの日本全体の移民の 20％前後を沖縄出身者が
占めた（安里ほか 2004: 282）。 
3 1972～1981年度の間に中・高卒就職者は 4万 3200人、全体では約 9万 9800人が東京・





あったことは確かである（那覇市企画調整課 2016: 2-3）。 
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機能もはたす（戸田 1995; 石原 1980など）。 
一方で近年、とくに県内の郷友会の活動は全体的に縮小傾向にある7（山城 2007）。その
要因は第一に、移住後の生活の長期化にともない、経済的状況がある程度改善されたことか

































遊郭8として 17 世紀に設置された （那覇市企画部市史編集室 1985: 417-422; 那覇市企画
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部市史編集室 1979: 139; 日本弁護士連合会(編) 1974; 太田・佐久田 1984; 那覇市女性史編
纂委員会(編) 1998: 387）。また、父親には養育の責任はとくにないとされた。 
これらの理由から、屋敷には位牌、およびそれを祀る仏壇は置かれなかった。葬儀も基本
的に遊郭内で行われることはなく、遊郭で死亡したジュリ、あるいは病に倒れ回復する見込





















                                                   
10 故郷に縁故の薄くなった者、肉親と連絡の取れない者、身寄りのない者は、辻遊郭の北
部に隣接する辻原墓地の一角に 1 坪ほどの土地を借りて仮の墓をつくり、そこへ葬る場合
もあった （那覇市企画部市史編集室 1979: 141） 。辻原には 14 世紀以降琉球王国の有力
者の墓が立ち並んでいたが、後述する 1953年からの区画整理で移転され、現在は残ってい
ない。 
11 旧暦の 1 月 20 日にあたる日に行われ、奉納舞踊であるジュリ馬の舞手とシシやミルク
をともなったカミンチュが辻遊郭内の拝所に参拝する、豊年と商売繁盛などを祈願する行












































                                                   
12 屋敷地を所有・継承する概念が薄かった辻遊郭では、拝所はジュリたちの誇りとアイデ
ンティティのよりどころであったことが『辻の華』からはうかがえる（上原 2010: 252-298）。 
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若狭の人口は 2018 年 9 月の時点で 4445 人（一丁目 895 人、二丁目 1385 人、三丁目
2165人13）、自治会は一丁目 1958年、二丁目 1992年、三丁目 1999年結成、加入世帯数は










































                                                   
住宅街となっている。そのため、戦前から戦後までを検討する今回の議論の射程には含まれ
ていない。 
14 1980 年の時点で 1317世帯が宮古島から那覇市内に移住している。その他の地域への移
住は 6815 世帯であり、大多数が那覇市内に移住したことがわかる（在沖宮古郷友連合会
1980）。 
『人類学研究所 研究論集』第 7号（2019） 





















































































                                                   
15 宮古島は 1959年の宮古島台風（サラ）、1966年の第二宮古島台風（コラ）、1968年の第
三宮古島台風（デラ）にたて続けに襲われ、主幹産業である農業に甚大な被害を受けた。 
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